
 

令和３年度 千草台団地自治会防災訓練を開催 
 

今 年 は 新 型 コ ロ ナ の 影 響 で 自 主 参 加

とされたそうですが、過去の台風被害や

長期停電の経験を踏まえ、防災対策への

関 心 の 高 ま り か ら 多 く の 住 民 が 参 加 さ

れました。 

 熊切自治会長の挨拶では、災害発生時

に 「 ま ず は 自 分 で 身 を 守 る 大 切 さ （ 自

助）」の重要性と「 近隣同士の助け合 い

（共助）」の必要性が述べられました。 

出席した関係機関（東京電力など）からも、災害時には電話での問合せがつな

がりづらいため、スマホによる災害情報提供（情報入手）の改善に取り組んでい

る説明がありました。 

全国的な緊急事態宣言が解除される１０

月直前での開催でしたが、受付や訓練実施

時には充分な感染対策を講じることで、安

全に防災訓練を終えることが出来ました。

参加者及び運営関係者のみなさま、御礼申

し上げます。 

（稲毛区地域振興課くらし安心室より） 

 

 

令 和 ３ 年 ９ 月 ２ ６ 日 （ 日 ）  

  10 時 00 分 ～ 12 時 00 分  

   千 草 台 団 地  １ の ２ ３ 棟 前 広 場 に て  

 

＜訓練概要＞ 

第１訓練：サイレン放送（地震発生）→自宅内での安全確保 

第２訓練：避難開始放送→非常用品を持参し、建物外に退避 

第３訓練 

・自治会長挨拶 

・関係機関挨拶 稲毛区役所・稲毛消防署・東京電力・東京ガス・ＵＲ 

・訓練実施   ３会場（消火器・救命救急・ベランダ境壁破り） 

・講評・閉会挨拶 

・参加記念品配布 クラッカー・軍手・アルミ毛布・トイレ処理セット 

 



 

訓練の風景 

 

 

 

≪ 訓 練 日 程 ≫  

第 １ 訓 練（ 安 全 確 保 ）・第 ２ 訓 練（ 避 難 開

始 ）・ 体 験 訓 練 な ど を 実 施 し ま し た 。  

 ≪ １ の ２ ３ 棟 前 広 場 に 集 合 ≫  

避 難 放 送 を 聞 い て 、 徐 々 に 広 場 に 集 合 。 

皆 さ ん マ ス ク 着 用 、 間 隔 を 広 げ て 参 加 。 

 

 

 

≪ 救 急 救 命 訓 練 ≫  

救 命 措 置 の 説 明 や 、Ａ Ｅ Ｄ の 操 作 方 法

な ど を 体 験 し ま し た 。  

 ≪ ベ ラ ン ダ 境 壁 破 り 訓 練 ≫  

ベ ラ ン ダ 避 難 用 扉（ パ ネ ル ）は 、堅 さ も

あ り ま す が 叩 い て も 反 動 で し な る の で 、

女 性 が 破 壊 す る の は 大 変 で し た 。  

≪ 消 火 器 操 作 訓 練 ≫  

水 消 火 器 で 消 火 器 操 作 を 体 験 。い ざ と い

う と き に 慌 て な い よ う 、平 常 時 に 体 験 し

て お く こ と は 大 切 で す 。  

 

 

  ≪ 参 加 記 念 品 ≫  

参 加 者 に お み や げ を 配 布 。  

※ 啓 発 冊 子（ Ｔ Ｅ Ｐ Ｃ Ｏ・東 京 ガ ス ）は

受 付 時 に 配 布 し ま し た 。  


